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～地域特性を活かしたまちづくり～ 



本日の流れ 

1. ～地域特性を活かしたまちづくり～ 

 瑞穂・横田友好バスケットボールフェスティバル 

 （小松 揚明） 

2. 「みんなで守ろう瑞穂町の平地林」（中沢 清） 

3. 「狭山池 上流部をひまわり畑に！」（井上 祐輔） 
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本日のお伝えしたいこと 
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協働とは 

何か？ 

 

 

 

なぜ、協働が 

必要なのか？ 

 

 

具体的に 
協働とは 
どんなもの 
なのか？ 

 



自己紹介 
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小松 揚明（こまつ たかひろ） 
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1981年（昭和56年）
8月8日生まれ 

37歳 

瑞穂二中出身 
バスケットボール

コーチ 

瑞穂町バスケット
ボール連盟を設立 

笑夢スポと連携し、
町内でバスケット
ボール教室を運営 



主な経歴 

1. 瑞穂二中バスケットボール部出身 

2. 市民球団「横浜ギガキャッツ（元いすゞ自動車）」
に練習生として入団 

3. Bリーグの前身であるｂｊリーグのアカデミー事業
部のコーチに就任 

4. 横浜ビーコルセアーズ、東京サンレーヴスなど
のプロチームにて活動 

5. 日本代表テクスカルスタッフとして活動 
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瑞穂町バスケットボール連盟の 
ミッション 
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私たちバスケットボール連盟は、瑞穂町全体に、
笑顔と夢と元気を創造していきます！ 



さて、ここからが
本題です 
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本日の流れ 

1. ～地域特性を活かしたまちづくり～ 

 瑞穂・横田友好バスケットボールフェスティバル 

 （小松 揚明） 

2. 「みんなで守ろう瑞穂町の平地林」（中沢 清） 
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本日のお伝えしたいこと 

11 

協働とは 

何か？ 

 

 

 

なぜ、協働が 

必要なのか？ 

 

 

具体的に 
協働とは 
どんなもの 
なのか？ 

 



協働とは何か？ 
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「きょうどう」の意味と使い分け 
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共同 

協同 

協働 

共同浴場 

協同組合 

協働学習 

ともに同じであること 

同様に協力すること 

協力して働くこと 



まちづくりにおける「協働」の意味 
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協力して共に働くことにより、 
より良いまちづくりを行うこと 



瑞穂町での協働の立ち位置 
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1. 平成23年3月 「第4次瑞穂町長期総合計画書」が発行される。 

 （平成23～32年度までの10年間） 

2. 平成26年10月「瑞穂町協働宣言」が策定される 

 



瑞穂町協働宣言 
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より良いまちづくりとは？ 
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瑞穂町の現状 
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瑞穂町が抱える社会的問題 

地域 
コミュニティ
希薄化 

商業衰退 

人口減尐 

尐子高齢化社会 
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現在の瑞穂町は様々な社会的問題を抱えており、 
その解決は急務となっています。 

消滅自治体へ！？ 
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瑞穂町住民基本台帳 
平成31年1月１日現在 
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瑞穂町総人口の推移 
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瑞穂町年齢三区分別人口の推移 

24 



東京都の高齢化率の推移 
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４人に１人が高齢者となるのは 2025 年 



まとめ 

瑞穂町は年尐人口（出生率）が減尐傾向にあり、 
尐子高齢化現象にある。 

つまりは、現状の人口を維持するためには、 
転出者を減らし、転入者を増やしていくしかない 

つまりは他の市区町村より 
魅力的な町である必要がある 



東京都の現状 
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全国と東京都の人口の推移 
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東京都の年齢３区分別人口の推移 
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外国人入国超過数の推移 
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業種分類「インド料理」の登録件数推移
（2008年～2017年） 
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業種分類「インド料理」の登録件数による偏差値の都
道府県ランキング（2017年） 
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まとめ 

東京都の人口増加の背景には、 
外国人入国者数の増加がある 

つまりは、魅力的な町とは、日本人だけではなく、 
外国人にとっても魅力的な町にならなくてはならない 

瑞穂町でもグローバル社会の構築、ダイバーシティ
が求められてきている 



バスケットボール連盟なりの分析 

瑞穂町でも国籍や人種に関係なく、
誰もがグローバルに楽しめる魅力が
必要である！ 



瑞穂町の地域特性 
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瑞穂町の立地 
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横田基地の存在 
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横田基地とアメリカンカルチャー 

• １６号沿いに代表されるように、横田基地周辺で
はアメリカンカルチャーが溢れている 

• アメリカ人はスポーツをこよなく愛している 

• アメリカ人はバスケットボールをこよなく愛してい
る 
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バスケットボール 

• 世界で第１位（～３位）の競技人口をもつ世界的なス
ポーツである 

• アメリカにはNBAというリーグがあり、アメリカの国民
的スポーツとなっている 

• 日本でも３位の競技スポーツ人口を持つ 
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小松 小学生の頃の思い出 

• 小学生の頃、横田基地に入り、基地内バス
ケットボールチームと試合をした。 
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まとめ 

自分のできることを踏まえ、 

バスケットで何かまちづくりに貢献できるものを 

やってみたい！ 
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イベント開催の 
きっかけについて 
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イベントのきっかけ 

• ２０１８年の協働フォーラムにて横田交流協会
の山崎さんとロバートソン大佐と出会う 

• イベントの口約束をする 

• 数日後の電話で開催することが決定した。 

 （準備期間約1カ月） 
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困った 
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でも、やりたい！ 
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さまざま準備を進める中で、 

個人ではどうにもならない部分が出て
きてしまった 
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会場はどう 
確保しよう・・・ 

用具は 
どうしよう・・・ 



協働へ 

• 地域課に相談に行きました！ 
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協働へ 
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協働に対する２つの目線 

• 住民サイドの協働 

 （瑞穂町バスケットボール連盟） 

• 行政サイドの協働（瑞穂町役場地域課） 
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住民サイドの 
アプローチ 

瑞穂町バスケットボール連盟は 

どんなことをしたの？ 
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イベントの準備 
• 「人」の準備 

– 参加者の確保・調整 ○ 
– スタッフの確保 ○ 

• 「金」の準備 
– 最低限の費用の確保 ○ 

• 「モノ」の準備 
– 会場の確保 ○ 
– 用具の準備 △ 
– 会場設営の準備 × 

• 「その他」 
– 告知 × 
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地域課へ 



地域課に相談に 
行くと・・・ 

• やさしく出迎え、親身に話を聞いてくれた。 

• そして、イベント実行の為に、様々な手立
てをともに考えてくれた。 

• そしてできる限りの支援をしてくれた。 

• 行政間の調整や窓口を一本化してくれて、
問題解決に向けてともに活動してくれた 
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小松目線 
（町民目線） 



住民から協働提案
を受けた行政サイド 

町は提案を受けてどうしたの？ 

どんなことを考えた？ 
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そもそも、協働って何？ 

 「協働」は目的ではなく、手段です。 

協働をするために何かをするのではなく、何かを
するために協働をします。町民や団体は、事業に
取り組む際に協働でできることはないかを考えま
す。町は、町民の方から事業をやってみたいと相
談を受けた際に、何か町として協働できることは
ないか、考えることが重要です。 
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わかりづらいかもしれませんが、 

要するに！！ 

共通の目的を達成するために、複数の組織
や団体が協力して事業に取り組むこと！ 



地域課で相談を 
受けると・・・ 

• どのような事業なのだろう？ 
• 誰をメインターゲットとして、なんのために
行う事業なのだろう？ 

• 町と協働するメリットはなんだろう？町へ協
力して欲しいことは明確か？ 
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職員目線 
（行政目線） 

• 町はどんな支援ができるのか（所管課は？） 

• どのように進めるか（スケジュール調整） 

• 協働事業提案書の作成 

町民が主導している 

ことが重要！ 



協働事業提案書 
1-1 
事業を行う前の現状 

瑞穂町バスケットボール連盟と瑞穂・横田交流協会にてイ
ベントを発案するが、横田基地司令官ショーン・Ｗ・ロバート
ソン大佐の異動まで時間が無い為、急遽4月14日（土）に開
催することとなった。 

1-2 これから町と取

り組みたい事業の内
容 

施設及び必要用具の調整 
告知・集客協力 

1-3 見込まれる効果 
（短期的） 

瑞穂・横田（日米）の親睦が図れる。青尐年にスポーツの機
会を与え、健全育成に寄与することができる。まちづくりや
地域活性化に寄与することができる。 

2-1 事業の日程等 Ｈ30.3.4   発案 
Ｈ30.4.14 開催 

2-2 事業を行う際に
想定される参加者 

スタッフ：瑞穂町バスケットボール連盟スタッフ10名 
       瑞穂・横田交流協会スタッフ5名 
参加者（競技者）：瑞穂・横田 計60名 
観客：200名 
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協働事業提案書 
3-1 
事業発案の動機 

瑞穂ならではの活動を行い、スポーツで瑞穂町を元気にし
ていきたい。瑞穂・横田（日米）の親睦を図りたい。子供たち
にスポーツの機会を与え、健全育成に寄与したい。 

3-2 団体の特性と事
業の整合性 

プロバスケットボールチームの選手や運営に携わっていた
者がおり、同種のイベントの企画・運営には長けている。 

3-3 地域への波及
効果（長期的） 

本イベントをきっかけ（毎年行っていきたい）として、瑞穂・横
田（日米）の関係が強化される。スポーツによるまちづくり、
地域活性化が行われるようになる。 

3-4 事業実施後の
団体の活動 

毎年開催できるように努める。本イベントをきっかけとして、
更なる瑞穂・横田の友好関係の構築を図る。スポーツによ
るまちづくり、地域活性化をより推進していく。 

4-1 町への協働を希
望する内容 

施設及び必要用具の調整。 
告知・集客協力 
その他イベントに関する調整 

4-2 協働を希望する
担当部署名 

地域課、企画課、秘書広報課、管財課、子育て応援課、社
会教育課、総務課、指導課、社会福祉協議会 58 



イベント開催に向けた具体的な準備 

町の役割 

チラシ提示 

マスコミへの情報提供 

町長、副町長、教育長

への案内状受理 

駐車場の確保 

机、椅子の配備 

住民（小松委員）
の役割 

会場の確保 

タイムスケジュール 
管理（進行） 

相手チームとの調整 

etc・・・ 
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今回のイベントを協働事業として 
やってみて思うこと 

60 

・町として、協力できること、できないことが
あるが、何かやってみたいと思った時には相談
に来てほしい（ただし、企画立案や町に何をし
てほしいかを明確に） 
・協働事業として行うことが、難しい場合は、
ボランティア活動からやってみる。自分の得意
なことからやってみる。 
・協働事業に関するガイドラインを策定したの
で、興味がある方は、ぜひご覧ください。
（ホームページ） 



結果 
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やって良かった！ 

• 労力は本当にかかったが、参加者の笑顔を
見ることができて本当によかった！ 
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協働を終えての感想 

• あくまで住民が主体性を持って行動をしなくて
はならない！ 

• 問題が起きてただ困ったというだけではなく、
住民がどう考えているのか、どう解決したい
のかが大切！ 
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実際に行ってみての協働のポイント 

• 住民の思う町の未来と行政のできることを
マッチングすることが協働のポイント 
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協働とは 

• 町の未来を住民と行政がともに描くことので
きる最高のツールである 
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